
はしがき 

本報告書は、当研究所が令和 2～ 4年度外交・安全保障調査研究事業（発展型総合事業）
「大国間競争の時代の日本の安全保障」のサブ・プロジェクトの 1つとして実施している研
究会プロジェクト「『大国間競争の時代』の朝鮮半島と秩序の行方」の 1年目の研究成果を
取りまとめたものです。

米中の対立と戦略的競争は、軍事・安全保障から先端技術、サプライチェーンの支配、
新型コロナ対応をめぐるナラティブに至るまで、あらゆる分野で一層激化し、ルールに基
づく国際秩序は一層激しい試練に直面しています。
そのような中、本研究会では韓国・北朝鮮の内政・経済・外交・安全保障（軍事）の各
分野に対するカレントな情勢分析を通じて、日本の外交・安全保障を考える上でもっとも
大きな要素のひとつとなる朝鮮半島の現状を把握し、さらに政策的示唆を引き出すことを
目的に据えて種々の活動を行っています。

なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表す
るものではありません。

最後に、今般のコロナ禍の中、ご多忙にもかかわらずご参加いただいたプロジェクト／
研究会メンバーの方々、そしてその実施のためにご尽力くださったすべてのみなさまに心
より感謝申し上げます。

令和 3年 3月

公益財団法人　日本国際問題研究所
理事長　佐々江　賢一郎
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